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旧山崎家別邸（受付業務・解説業務・日常清掃業務）

生きがいと 地域のニーズを 結びます

毎週木曜日は就業相談会

おもな内容会員数の動き
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　第6回	定時総会開催

①
就
業
機
会
の
拡
大

　

発
注
者
の
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
を
通
じ
て
、
ま
た
、
就
業
に
関

連
す
る
情
報
収
集
、
情
報
発
信
を

強
化
し
、
新
た
な
就
業
先
の
開
拓

に
努
め
ま
す
。
合
わ
せ
て
、「
請
負

事
業
」・「
派
遣
事
業
」・「
職
業
紹

介
事
業
」
の
各
事
業
形
態
を
適
切

に
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
り
発
注

第６回定時総会が行われます。会員の皆様の多数のご出席をお願いします。

開催日時　平成29年６月23日（金）午後１時～
開催場所　ウェスタ川越 大ホール
議　　題　 報告事項（ 監査報告、平成28年度事業報告、平成29年度

事業計画・収支予算）
　　　　　決議事項（議題と議案は、5月の理事会で決定します）

 …………………………………………………………………………………………………………

※ 定時総会の「招集通知」と「議案書」は、総会開催日の１週間前までに、地域班長を通じて会員の
皆様にお届けします。
※ 定時総会に出席できない会員の方は、「招集通知」に添付の「委任状」を提出してくださるようお
願いします。

者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
就
業
先

の
確
保
に
努
め
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン

グ
に
関
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
就
業
相
談
会
だ
け
で
は
な
く
、

各
地
域
で
相
談
が
で
き
る
よ
う「
出

張
就
業
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

②
安
全
就
業
の
徹
底
・
推
進

　

会
員
の
安
全
就
業
を
第
一
と

し
、
事
故
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

引
き
続
き
、「
安
全
の
日
」
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
啓
発
活
動
や

講
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

会
員
の
意
識
改
革
を
促
す
新
た
な

再
発
防
止
対
策
も
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
な
就
業
に
つ
な
が
る

よ
う
、
会
員
の
健
康
管
理
意
識
の

向
上
を
は
か
り
ま
す
。

③
会
員
の
増
強

　

口
コ
ミ
に
よ
る
「
一
人
一
声
運

動
」
か
ら
各
種
媒
体
に
よ
る
情
報

発
信
ま
で
、
様
々
な
方
法
に
よ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
、
会
員
の
増
強
に
努
め

ま
す
。
特
に
、
現
在
は
女
性
会
員

の
比
率
が
他
セ
ン
タ
ー
と
比
べ
て

低
い
こ
と
か
ら
、
女
性
に
対
す
る

働
き
か
け
を
強
化
し
ま
す
。

平成29年度 主要行事予定
予定月 実 施 項 目

4月 公共的業務　定期募集
安全巡回

5月
地区長・地域班長合同会議
接遇研修会（民間）
交通安全体験講習会

6月

接遇研修会（公共）
仕事別G  L/SL研修会
安全巡回
定時総会　
健康管理教室

7月
安全・適正就業強化月間
公共的業務　定期募集
夏の健康管理教室

8月 接遇研修会（民間）
安全巡回

9月 接遇研修会（公共）
5年次会員研修会

10月

普及啓発月間
ボランティア清掃活動
公共的業務　定期募集
健康管理教室
安全巡回
地区長会議

11月

接遇研修会（民間）
仕事別G　L/SL研修会
自転車乗り方講習会（法規・乗り方）
会員作品展
産業フェスタ

12月 接遇研修会（公共）
安全巡回

1月 公共的業務　定期募集

2月

接遇研修会（民間）
安全巡回
３市合同安全研修会
地区会議

3月 接遇研修会（公共）
女性交流会

「
出
張
相
談
会
」実
施
へ

今
年
度
の
取
り
組
み

　

高
齢
者
の
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
を
役
割
と
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
な
か
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
べ
く
、
着

実
に
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、「
就
業
機
会
の
拡
大
」、「
安

全
就
業
の
徹
底
・
推
進
」
に
重
点
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、平
成
29
年
度
は
「
会

員
の
増
強
」
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
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地
区
会
議
で
の
質
疑
応
答

交
流
を
深
め
る

地
区
会
議
を
開
催

地
区
会
議
で
の
質
疑
応
答

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す

開催日 地区名 対象人員 参加者数 参加率

2月3日（金） 南古谷 177 40 22.6%

2月7日（火） 東 136 34 25.0%

2月10日（金）
芳野・古谷 143 24 16.8%

南 292 77 26.4%

2月13日（月） 霞ヶ関 419 86 20.5%

2月14日（火）
北・山田 289 62 21.5%

名細 284 70 24.6%

2月21日（火） 西 273 57 20.9%

2月22日（水） 福原 156 27 17.3%

2月25日（土） 大東 221 55 24.9%

2月27日（月） 高階 384 140 36.5%

合　　計 2,774 672 24.2%

Ｑ 

就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
セ
ン
タ
ー

で
作
成
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
ま
す
が
、
就
業
内
容

の
細
か
い
部
分
に
つ
い
て
は
セ
ン

タ
ー
で
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

就
業
会
員
と
個
々
に
調
整
し
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
個
人

事
業
主
な
の
で
、
作
成
に
つ
い
て

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ 

セ
ン
タ
ー
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
堤

出
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

請
負
・
委
任
の
就
業
の
配
分

金
は
個
人
事
業
主
と
し
て
の
収
入

で
あ
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
派
遣
で
働
い

て
い
る
場
合
や
、
セ
ン
タ
ー
か
ら

業
務
等
を
依
頼
さ
れ
て
報
酬
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
各
会
員
に
提

出
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

配
分
金
に
関
し
て
年
間
配
分
金

支
払
証
明
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
が
、
ど
う
活
用
し
た
ら
よ
い

の
で
す
か
。

Ａ　

会
報
１
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
確
定
申
告
で
必

要
と
な
る
場
合
に
は
活
用
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
各
会
員

の
収
入
の
状
況
は
様
々
で
す
の

で
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
直

接
、
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ 

昨
年
10
月
に
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
配
分
金
の
単

価
も
改
定
さ
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

配
分
金
は
賃
金
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
直
接
、
最
低
賃
金
改
定

の
影
響
は
受
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

最
低
賃
金
改
定
の
趣
旨
を
尊
重
し

て
、
発
注
者
と
の
毎
年
の
契
約
更

新
時
に
は
、
配
分
金
の
単
価
が
最

低
賃
金
を
下
回
ら
な
い
契
約
額
と

な
る
よ
う
に
交
渉
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
地
区
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
会
議
は
、

２
月
３
日
の
南
古
谷
地
区
を
皮
切

り
に
、
２
月
27
日
の
高
階
地
区
を

最
後
に
11
地
区
全
て
に
お
い
て
終

了
し
ま
し
た
。

　

参
加
会
員
数
は
、対
象
会
員
２
、

７
７
４
人
の
う
ち
６
７
２
人
（
参

加
率
24
・
２
％
）
で
し
た
。

　

会
議
は
、
芦
沢
理
事
長
、
鈴
木

副
理
事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
荻

野
事
務
局
長
に
よ
る
平
成
28
年
度

事
業
現
況
報
告
後
、
安
全
ニ
ュ
ー

ス
及
び
各
講
習
会
等
の
案
内
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
地
区
担
当
理

事
に
よ
る
『
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
研
修
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
く
会
員
の
皆
さ
ん
の
就

業
日
数
な
ど
の
上
限
や
、
請
負
・

委
任
・
派
遣
・
職
業
紹
介
と
い
っ

た
就
業
形
態
別
の
働
き
方
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

研
修
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
別
項
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
班
別
に
分
か
れ
自
己

紹
介
・
意
見
交
換
に
よ
り
会
員
間

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

地
区
会
議
は
、
全
会
員
を
対
象

に
し
た
会
議
で
年
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
員
相
互
の
連
帯
意
識

と
交
流
を
基
調
と
し
た
、
セ
ン

タ
ー
と
会
員
と
の
密
接
な
連
絡
・

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非

多
く
の
方
の
参
加
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
。　

 

（
総
務
委
員
会　

渡
辺
）

北・山田地区の地区会議

地区会議開催結果
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自
転
車
駐
車
場
８
カ
所

指
定
管
理
者
に
決
定

心
の
こ
も
っ
た
接
遇
を

「
お
も
て
な
し
講
座
」開
催

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度

の
５
年
間
、
自
転
車
駐
車
場
管
理

業
務
（
８
カ
所
）
の
指
定
管
理
者

が
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
よ
り
各
々
の
駐
車
場

で
総
勢
約
１
０
０
名
の
会
員
に
よ

る
お
客
様
へ
の
「
お
も
て
な
し
接

遇
」
の
実
践
で
い
よ
い
よ
就
業
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

〈
管
理
施
設
〉

川
越
駅
西
口
第
一
自
転
車
駐
車
場

川
越
駅
西
口
第
二
自
転
車
駐
車
場

川
越
駅
西
口
第
三
自
転
車
駐
車
場

川
越
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

本
川
越
駅
前
自
転
車
駐
車
場

的
場
駅
前
自
転
車
駐
車
場

新
河
岸
駅
自
転
車
駐
車
場

南
大
塚
駅
南
口
自
転
車
駐
車
場

　

３
月
14
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
、
昨
年
の
さ
わ
や
か
研
修
に
続

き
、「
お
も
て
な
し
講
座
」
が
セ

ン
タ
ー
第
２
・
３
会
議
室
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
出
席
者
＝
会
員

35
名
、
就
業
対
策
委
員
５
名
、
事

務
局
２
名
、
総
数
42
名
）

　

鈴
木
副
理
事
長
よ
り
開
催
の
挨

拶
が
あ
り
、
こ
の
研
修
で
ク
レ
ー

ム
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
よ
り
一

層
の
接
遇
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

千
代
田
就
業
対
策
委
員
長
よ
り

現
在
セ
ン
タ
ー
で
開
催
中
の
就
業

相
談
会
を
平
成
29
年
度
よ
り
地
域

密
着
型
の
「
出
張
就
業
相
談
会
」

を
計
画
中
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
次
に
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
要

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
藤
原
副
委
員
長
よ
り

今
年
度
後
半
の「
ク
レ
ー
ム
事
例
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を

歴
任
し
講
師
と
し
て
経
験
豊
富
な

黒
田
泰
江
さ
ん
よ
り
心
の
こ
も
っ

た
接
遇
「
お
も
て
な
し
講
座
」
が

大
盛
況
の
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
会
員
の
方
々
よ
り
研

修
内
容
に
感
銘
を
受
け
た
、
早
々

に
就
業
先
で
実
践
し
て
い
き
た
い

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
奥
冨
専
務
理
事
よ
り

「
お
も
て
な
し
講
座
」
に
つ
い
て

の
総
括
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
が
就
業
現
場
に

生
か
さ
れ
れ
ば
、
ク
レ
ー
ム
の
削

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

発
注
先
や
市
民
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
、

今
後
も
充
実
し
た
接
遇
研
修
会
に

な
る
よ
う
、
就
業
対
策
委
員
一
同

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
就
業
対
策
委
員
会　

藤
原
）

川越駅東口自転車駐車場（上下とも）

心のこもった接遇目指す「おもてなし講座」
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100

45

年度 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

３
市
合
同
の
研
修
会

各
種
の
事
故
発
生
時
は
報
告
を
! !

○ 平成19年度を指数100とした場合、右下がりにおおむね減少
傾向にある。
○ 10年度間の合計件数は132件であり、年度平均は13.2件で平
成22年度の12件とほぼ匹敵する。
○ しかし、平成28年度は既に14件（平成29年１月末現在）発生
しており、平成27年度の10件をオーバーし、平成19年度及び
平成25年度の16件に迫る勢いとなっている。

● 

就
業
途
上
、
就
業
先
で
の
傷
害
・
賠
償
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
速

や
か
に
報
告
し
て
下
さ
い
。ど
ん
な
軽
微
な
事
案
で
も
結
構
で
す
。

● 

報
告
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、
シ
ル
バ
ー
保
険
の
適
用
に
支
障

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☎
０
４
９（
２
２
２
）２
０
７
５

　

２
月
28
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
３
市
安
全
委
員

会
が
合
同
で
開
催
さ
れ
、
35
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
市
か
ら
活
動

報
告
や
事
故
事
例
研
究
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
越
警
察
署
交
通
課
か
ら

は
、
３
月
12
日
か
ら
「
高
齢
運

転
者
（
75
歳
以
上
）
対
策
」
が

実
施
さ
れ
た
等
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

運
転
事
故
は
、
あ

せ
り
、
い
ら
い
ら
、

疲
れ
の
時
が
多
い

10年間の推移傷害事故

〇
鶴
ヶ
島
市
安
全
衛
生
委
員
会

・ 

３
カ
月
に
１
回
シ
ル
バ
ー
大
学

を
開
催
し
、
事
故
防
止
啓
発

・ 

就
業
前
に
健
康
状
態
や
道
具
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認

・ 

事
故
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
責
任
負

担
１
万
円
を
徴
収

〇
坂
戸
市
安
全
就
業
委
員
会

・ 

朝
礼
の
時
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の

体
験
を
発
表

・ 

脚
立
の
転
倒
防
止
の
た
め

「
ひ
っ
か
け
紐
」
で
固
定

〇
川
越
市
安
全
委
員
会

・ 

事
故
３
回
以
上
の
就
業
先
に
は

緊
急
巡
回
を
実
施

・ 

過
去
10
年
間
の
傷
害
事
故
発
生

状
況
を
説
明

高
齢
運
転
者
の
対
策

各
種
の
事
故
発
生
時
は
報
告
を
! !

そ
う
で
す
。
特
に
「
疲
れ
て
い

る
時
」
は
、
絶
対
に
運
転
し
な

い
方
が
よ
い
と
の
こ
と
。
一
同

思
い
を
新
た
に
し
た
、

大
変
有
意
義
な
研
修

会
で
し
た
。

 

（
安
全
委
員
会　

一
瀬
）

講

は
速

す
。

３市合同の研修会
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「
さ
ら
に
輝
き
を
増
す
シ
ニ

ア
の
女
性
た
ち
」
の
交
流
会

が
、
３
月
10
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。
会
員
以
外
の

女
性
11
名
、
会
員
36
名
、
合
計

47
名
が
参
加
し
、
有
意
義
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
３
人
の
女
性
会

員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
業
先
で
の
体
験

な
ど
を
発
表
（
別
項
で
紹
介
）。
参

加
者
達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
り
、

時
に
は
笑
い
声
が
上
が
っ
た
り
と
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
半
の

第
２
部
で
は
、
発
表
者
を
囲

ん
で
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
ひ
と
り
は
「
皆
さ
ん

の
意
識
の
高
さ
を
伺
い
、
こ

れ
か
ら
の
就
業
に
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

 

（
広
報
委
員
会　

内
田
）

寄せられたご意見・ご感想
（アンケートより）

〇色々な体験が聞けてよかった

〇励みになった

〇苦労があることが分かった

〇直接顔を合わせながらの話ができてよかった

〇仕事を探すのが大変そうと思った

〇特技があればと思った

〇 女性会員が増えているので、地区会議でもっと宣
伝してほしい

〇同種の仕事仲間のつながりが必要

〇女性の就業先が少ない

〇色々な就業先での発表をもっとしてほしい

）

盛り上がったフリートーキング

交
通
安
全

 

体
験
講
習
会

健
康
管
理
教
室

就
業
経
験
な
ど
語
り
合
う

女
性
交
流
会

就
業
経
験
な
ど
語
り
合
う

　

観
光
案
内
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
の
さ
っ
そ
う
と
歩
く
姿
に
あ

こ
が
れ
、「
あ
の
仕
事
に
つ
き
た
い
」

と
い
う
思
い
で
ガ
イ
ド
に
。
約
１
年

の
研
修
を
経
て
、
晴
れ
て
ガ
イ
ド
の

夢
が
叶
い
ま
し
た
。

黒田泰江さん
　

ま
つ
り
会
館
で
解
説
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
歴
史
が
大
好
き
で
こ
の

業
務
に
つ
き
ま
し
た
。
解
説
の
後
、

お
客
様
か
ら
拍
手
と
「
ま
た
来
ま
す

ね
」
と
い
う
声
に
励
ま
さ
れ
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

浅川規子さん
　

筆
耕
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
趣

味
と
家
事
だ
け
で
は
生
き
が
い
と
は

な
ら
な
い
、
と
一
念
発
起
し
て
資
格

を
取
り
、
家
で
仕
事
を
し
な
が
ら
で

も
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と

に
満
足
し
て
い
ま
す
。

清水和子さん

日　
　

時

平
成
29
年

 

５
月
30
日（
火
）13
時
〜

場　
　

所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

第
２・
第
３
会
議
室

テ
ー
マ

交
通
安
全
体
験
車「
サ
イ
ト

く
ん
」
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
の
弱
点
確
認
講
習

日　
　

時

平
成
29
年

 

６
月
30
日（
金
）13
時
30
分
〜

場　
　

所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

第
２・
第
３
会
議
室

テ
ー
マ

健
康
体
操

（ 

専
門
講
師
に
よ
る
健
康
運

動
講
習
）

交
通
安
全

 

体
験
講
習
会

健
康
管
理
教
室 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

来
る
平
成
29
年
６
月
30
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
４
月
26
日（
水
）〜
５
月
２
日（
火
）
ま
で

３　

面
接
日 

平
成
29
年
５
月
25
日（
木
）

４　

採
否
通
知 

５
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
29
年
７
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就
業

場
所
を
表
示
し
ま
す
。
希
望
者
は
内
容
を
確
認
し

て
、
事
務
所
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
よ
り
平
成
29
年
度
分
の
正
会
員
会
費
２
、０
０
０
円

の
納
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
規
程
で
定
め
ら
れ
て
い
る
期
限

の
、
５
月
末
日
ま
で
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、
今
号

折
り
込
み
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
〜
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
、セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
29
年
度 

正
会
員
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
募
集　

公
共
的
業
務

公
共
的
業
務

募
集
募
集　

民
間
業
務

民
間
業
務

配分金支払日

関
口　

猛
様 

（
名
細
２
班
）

金
山
善
昌
様 

（
南
古
谷
４
班
）

中
村
次
男
様 

（
福
原
４
班
）

三
好
敏
彦
様 

（
名
細
３
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報

事業実績（受注件数）

28/12 29/1 29/2

公 共 81 75 91

公 社 公 団 23 19 19

民間事業所 354 345 353

独 自 事 業 39 47 33

一 般 家 庭 237 177 168

計 734 663 664

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 28/12 29/1 29/2

前年度 77,223 75,072 76,148

当年度 82,157 78,473 75,094

前年比 106.4% 104.5% 98.6%

累　計 28/12 29/1 29/2

前年度 712,769 787,841 863,990

当年度 739,753 818,227 893,321

前年比 103.8% 103.9% 103.4%

３
月
分
…
４
月
25
日（
火
）

４
月
分
…
５
月
25
日（
木
）

５
月
分
…
６
月
26
日（
月
）

６
月
分
…
７
月
25
日（
火
）

会
員
情
報
の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

電
話
番
号
の
か
け
間
違
い
に
注
意

　

地
番
変
更
や
引
っ
越
し
、
携
帯
電
話
の
買
い
替
え
な
ど
に
よ
り
住

所
や
電
話
番
号
等
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
会
員
情
報
の
変
更
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
事
務
局
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
す
る
際
に
は
、
番
号
の
か

け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
電
話
を
か
け
る
際
は
、
最
初
に
ご
自
身
の
お
名
前
と
会

員
番
号
、
就
業
し
て
い
る
方
は
就
業
先
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
・
取
り
次
ぎ
が
で

き
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
電　

話
】０
４
９（
２
２
２
）２
０
７
５

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】０
４
９（
２
２
２
）８
９
７
３
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①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
５
月
末
日　

郵
送
可

　

 

７
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

改
修
さ
れ
た
旧
山
崎
家
別
邸
で

は
、
現
在
受
付
業
務
12
人
、
解
説
業

務
２
人
、
日
常
清
掃
業
務
３
人
、
総

勢
17
人
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
別
邸
は
大
正
14
年

（
１
９
２
５
年
）
山
崎
家
「
亀
屋
」

５
代
目
嘉
七
氏
の
隠
居
所
と
し
て

建
て
ら
れ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
配

し
た
モ
ダ
ン
な
建
物
で
す
。
調
度

品
も
大
正
時
代
の
ゆ
か
り
の
品
々

が
飾
ら
れ
、
川
越
の
見
所
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
計
は
埼

玉
り
そ
な
銀
行
川
越
支
店
と
同
じ

保
岡
勝
也
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。

 

（
内
田
）

セ
ー
レ
ム
と
小
江
戸
川
越
結
び
た
る

　

モ
ー
ス
の
碑
に
も
桜
散
る
や
も

見
慣
れ
た
る
空
の
青
き
を
風
光
る

　

お
不
動
さ
ま
の
亀
の
甲せ

羅な

に
も

片
葉
な
す
葦
辺
に
語
り
継
ぎ
し
こ
と

　

ふ
ら
こ
こ
揺
ら
す
風
の
随

ま
に
まに

〈
南
５
班
〉
髙
瀬 

チ
エ
子

短
歌

植
物
は

 

土
の
中
で
は
春
待
つ
根

冬
空
に

 

市
民
の
森
を
活
用
す
る

寒
い
な
か

 

梅
木
開
花
で
峠
越
す

〈
大
東
６
班
〉

横
山 

達
夫

俳
句

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

〈
名
細
４
班
〉
鷺
谷 

智
意
子

写
真

〈
西
２
班
〉
三
浦 

秀
夫

写
真

〈
西
５
班
〉
山
畑 

武
男

写
真

〈
南
４
班
〉

斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

富士山（機上にて）

牛天神北野神社

氷川神社裏
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